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症　　例

異常な発育を示したVerruca Plantaris
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Key　words：骨萎縮（bone　atrophy）

　　　　　　再発（recurrence）
　　　　　　下肢切断（amPutati｛⊃n　of　l【】wer　extremi亡y）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受け，腫瘤は縮少した。

　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　　　昭稿。年2彫再び｝1重瘤はクルミ火に厭し

　疵贅，外科外来診察窯でしばしば遭遇するいわゆる　　　　　　　　　　　　　た。

“Verrucバは，期1交的安易に治療されている疾患で　　　　　　　　　　5月：同医で摘出1ホ1を受け仁，

ある・取症がVirus｛’kの疾患であるr一とは…般に認　　　　　　　　　　　li月：「司部に轡び腫瘤出現し信大皮

められているが，畿身に多発する二ともあり1）2）保葎　　　　　　　　　　　　　膚科を受診した。

的療法を行っても再発を起しやすい上に，少数とはい　　　　　　　　　　IOM：足底踵ゴlllの腫瘤の摘出術を受

え悪性化の報告もあり脇床上より関心が審せられるべ　　　　　　　　　　　　　　けた。

きである。最近われわれは，興常な経過をたどった足　　　　　　　この後間もなく腫瘤が再発，摘出をくり返し

底疵賛で，封『llにわたり局所切除をうけたが再発をく　　　　　　　ている間に疹痛が増強，自主歩行不能とな

り返し，しかも骨破壊をきたし，やむなく下肢切断を　　　　　　　り，昭和51年6月当科外来を受診した、

行った1例を経験したので報告する。　　　　　　　　　　　当科受診li寺，右下肢の足底中央に5，5×4．5Cmの皮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膚欠損部があり（図1）感染，痩孔形成を伴ない，病

　　　　　　　　　症　　例　　　　　　　　　　　　的肉芽で覆われていた。肉芽の周囲には4個の白色，

　　42才　男性　　　　　　　　　　　　　　　　　　硬，小指頭大の腫瘤を伴ない，腫瘤な圧迫すると肉芽

既往歴：5才の頃，こたつで両足踵部に熱傷を負い，　　　画からP－h色泥状の内容物が流出した。同時に外頼下方

　　　　その鵬撫餓した。　　　　　にも小指頭大の褐色，硬の皮llll’1】醜が2個認められ

家族歴：特に記することはない。　　　　　　　　　　　た。足部X線単純像には顕著な骨萎縮があり，（写真

現病歴：昭和49年5∫1，｛ii足底に小指頭大の硬い脚低　　　1）【M’1；造影像では，外側足底動脈は足底面へ向って

　　　　様の無痛性腫瘤に気付いた。腫瘤は次第に増　　　圧捌…され，また部分的狭窄像が腫癖1に一致して認めら

　　　　大し，某医を受診、スピール膏による治療を　　れ，足恨骨下面においても動脈内径の狭少化，途絶
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異常な発育を示したVerruca　plantaris

　　　　　　　2個の唾瘤
　　　　　　　　小指大
（J：；　　　　　　褐色

　　　　　　　　硬

＼熱傷搬痕

．、　　　　　　　　　　　　f一術搬痕

約2cmの痩道

図1　足底のほぼill央部に約5．5×4．・5cmの皮膚欠損部その周辺に皮

　　膚，－llll肉芽組織でおおわれた腫瘤

　　　小指頭大，白色，弾性硬，境界不鮮明，圧痛

の内容て充満されていたが，組織像には涜贅に特徴的

な細胞の空胞化などは認められなかった。

　術後，ブレオマイシン隔1：1　15ingの｛≧身投与を15日

闘にわたり行ったが，肺野の線維化が出現してきたた

め，総量225mgでli」止し，経過を観察していたとこ

ろ，術後1ケ月間にわたって腫瘤の再発もなく疹痛も

軽減し，歩行も可能になった。と二うがその後，足底

に再び腫瘤が出現し落痛も強くなり腫瘤の再発が確認

されるとともに，第W中足骨及び立方骨に骨破壊像が

認められたため，本学整形外科において下腿下偽の切

断を受け，術後の経過は良好である。（写真3）

考察，結論

　Verrucaは本来良性の疾患で，しかも比較的頻度

の高い疾患の一つであり3），一般外科あるいは皮膚禾こ1

外来診療室などにおいて治療が行なはれている。横

山，里1h，後藤4）らの他の統計によれば，本症患者は

皮膚科外来患者の2％程度とされており，16～25才位

のIIIIi性いずれにも好発する。また疵贅治療研究班5）の

報告によれば，上田は一小学校の全児童中14％のいぼ

保有者を報告し，石川は，外来患者15354名のo．　・t3％

　　写真1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に扁平涜贅保有者があり・男女比は1：2，年令は30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才以下が86％をしめることを報告している10）11）。なお

像，無1．fiL管野が認められ，（写真2）また，静脈相で　　　本症の治療法としては，矢追抗原局所注入，瞳瘤の焼

も，足底肉芽創の部分と，足根骨下面においても静脈　　　灼，ブレオマィシン局注など多岐にわたっている6）一

内径の狭少化，途絶像があったe　　　　　　　　　　　　18）、

　昭和50年7∫jに足底部腫瘤の摘出術を1－i’ったか，被　　　　多数のVerrucaの中に本症例のよ．うに，臨床上

膜でおおわれた腫瘤の一部が足底筋内にまで入り込　　　異常な発育を示した例があることは，Gardnerらや

み，足恨骨骨膜との間に軽度な癒着が認められた。摘　　　Kattanらによる報告例からうかがわれ，わが国にお

出した腫瘤は全体が白色の被膜でおおわれ，酒かす様　　　いても高木1），渡辺20），高橋21）らにより少数例ながら
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写真2

写真3

報告されている。二れらの報告例ではいずれも骨破壊

像を伴なっている。二のように，日常容易に治療され　　　　　　　　　　　　　文　　献

ている疾患でも，再発をくり返し24），発生部位の切断　　　D高木靖信：沈贅様表皮発育異常症の1例．「1本皮

を余儀なくされる症例もあり25），またVerrucaに対　　　　　膚科学会誌，79：799，昭44．

する決定的な治療法も確定されていないことを考え合　　　2）藤田恵一，窪田　明，山内　瞭：伝染性疵贅の匝

せると，非常に古くからある，いわゆる“ウオノメ”　　　　　々相．日本医事新報，2378：11召44

のような疾患は，ともすれば安易に扱われがちである　　　3）山川統正：青年圏三扁平涜贅の治療に関する統詐

が，いまだ多くの医学上の開題を残しており26），切除　　　　　第351・11皮膚科学会東部連合地方会誌，479，昭47

などを行なう場合には，常に慎重でなければならない　　　一1）北村包彦，森岡貞雄：尋常性涜贅．日本皮膚科全

ことを教えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　書，W：1，287－295，昭32，金原出版株式会社
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